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1

と
が
で
き
大
変
喜
ば
し
く
思
う
。
皆
さ
ん

か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
声
が
何
よ
り

も
う
れ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
永
江
区
の
緒
方
正
明

さ
ん
・
隆
子
さ
ん
夫
婦
ら
三
代
夫
婦
を
先

頭
に
、
関
係
者
が
渡
り
初
め
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
三
代
夫
婦
に
よ
る
渡
り
初
め

は
、
お
よ
そ
１
０
０
年
間
夫
婦
が
一
家
を

築
い
て
き
た
こ
と
に
あ
や
か
り
、
橋
の
未

来
永
劫
の
安
全
を
願
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

緒
方
正
明
さ
ん
は
「
生
き
て
い
る
う
ち

に
渡
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
ほ
ど
、
こ
の
日
が
待
ち
遠
し
か
っ

た
。
今
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」

と
、
感
無
量
の
様
子
で
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
に
お
い
て
松
田
三
郎
熊
本
県

議
会
議
長
が
、「
地
方
創
生
の
カ
ギ
は
道

路
に
あ
る
。
交
通
の
便
が
良
く
な
る
と
若

者
が
地
方
に
残
り
や
す
く
な
る
。
ま
た
、

人
吉
球
磨
の
歴
史
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
今
、
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
で
廻
観
音

に
訪
れ
る
人
も
増
え
る
の
で
は
」
と
、
期

待
を
込
め
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
観
音
橋
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

「
人
と
人
と
を
繋
げ
る
橋
」
に
な
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

　

国
道
４
４
５
号
線
か
ら
観
音
橋
に
入
る

と
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
ら
れ
た
き
れ
い

な
花
々
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
上
川
上

区
地
域
づ
く
り
委
員
会
の
皆
さ
ん
で
植
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
橋
を
渡
っ
て
い
る
と
各
所
に
相

良
村
を
表
す
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
お

り
、
通
行
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
観
音
橋
が
、
夜
に
な
る
と
違
っ
た

一
面
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
太
陽
光
を
利

用
し
た
格
子
状
の
デ
ザ
イ
ン
の
電
灯
が
、

柔
ら
か
な
光
で
橋
を
照
ら
し
ま
す
。

　

完
成
し
た
橋
は
長
さ
１
２
１
ｍ
、
車
道

幅
５
ｍ
、
歩
道
幅
２
・
５
ｍ
。
総
事
業
費

は
５
億
９
７
０
５
万
円
。
旧
橋
は
幅
員
が

狭
く
老
朽
化
し
て
お
り
、
平
成
20
年
に
架

け
替
え
の
要
望
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
村
の
財
政
難
に
よ
り
計
画
が
一

時
先
送
り
と
な
り
、
平
成
23
年
に
つ
い
に

工
事
に
着
手
。
こ
と
し
１
月
に
４
年
の
歳

月
を
か
け
て
竣
工
し
ま
し
た
。

　

式
辞
に
お
い
て
德
田
村
長
は
「
村
の
財

政
的
事
情
に
よ
り
村
民
の
皆
さ
ん
に
大
変

迷
惑
を
か
け
た
が
、
こ
の
日
を
迎
え
る
こ

村
民
の
願
い
、
叶
う

観
音
橋
の
こ
れ
か
ら

み
ど
こ
ろ

９月８日（火）、村道廻谷線「観音橋」の開通式が
現地で行われ、関係者及び来賓、地域住民などお
よそ６０名が参加しました。

観音橋開通式繋がる

三代夫婦を先頭に喜びの渡り初め

サガラッパの他にも、
茶摘みの風景など
様々なイラストがある

オレンジ色の光で
柔らかな雰囲気を
演出

きれいな花々が
お出迎え



金
婚
夫
婦
15
組
の
み
な
さ
ま

（
敬
称
略
）

有
馬
　
正
嗣
・
里
　
美
（
中
四
浦
）

永
田
　
善
行
・
朝
　
子
（
初
　
神
）

木
﨑
　
寅
勝
・
二
　
江
（
松
馬
場
）

東
　
　
九
一
・
久
美
子
（
上
　
園
）

野
　
隆
邦
・
八
重
子
（
朝
ノ
迫
）

髙
尾
　
醇
二
・
カ
チ
エ
（
朝
ノ
迫
）

下
川
　

男
・
ナ
ツ
コ
（
中
　
央
）

小
善
　
益
雄
・
満
　
子
（
松
　
葉
）

髙
山
　
小
市
・
ヤ
ス
ヨ
（
松
　
葉
）

永
田
　
正
勝
・
ツ
ル
子
（
松
　
葉
）

松
岡
　
和
雄
・
レ
イ
カ
（
平
　
原
）

平
川
　
一
之
・
ヤ
エ
子
（
十
　
島
）

石
本
　
建
美
・
静
　
子
（
並
木
野
）

西
田
　
健
児
・
文
　
惠
（
並
木
野
）

山
中
　
弘
美
・
キ
ミ
子
（
並
木
野
）

　

９
月
11
日（
金
）、
相
良
村
総
合
体
育
館

第
２
研
修
室
に
て
結
婚
50
周
年
を
祝
う

「
第
57
回
金
婚
夫
婦
表
彰
式
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
と
し
は
昭
和
40
年
に
結
婚
さ

れ
た
15
組
の
ご
夫
婦
に
賞
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

德
田
村
長
か
ら
、「
戦
後
み
な
さ
ん
の

苦
労
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
今
の
相
良
村
が

あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
お
二
人
で
健
康
で
い

て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
者
を
代
表
し
て
松
岡
和
雄
さ
ん
・
レ

イ
カ
さ
ん
ご
夫
婦
が
、「
こ
れ
ま
で
様
々

な
苦
楽
を
２
人
で
乗
り
越
え
て
き
た
。
そ

れ
も
地
域
の
方
々
や
家
族
の
支
え
が
あ
っ

た
お
か
げ
。
そ
の
こ
と
に
感
謝
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
お
互
い
健
康
で
長
生
き
で
き
る

よ
う
支
え
合
っ
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ご
結
婚
さ
れ
た
昭
和
40
年
は
、
高
度
経

済
成
長（
い
ざ
な
ぎ
景
気
）が
始
ま
り
日
本

経
済
が
上
向
い
て
き
た
年
で
す
。
し
か
し

相
良
村
で
は
、
７
月
に
集
中
豪
雨
に
見
舞

わ
れ
、
球
磨
川
本
流
と
川
辺
川
の
同
時
洪

水
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
年
で
も

あ
り
ま
す
。
50
年
間
、
苦
楽
を
共
に
さ
れ

た
お
二
人
、
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
幸
せ
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

― ５０周年を２人で ―
こ の と き

2

一組一組に賞状と記念品を贈呈

謝辞を述べられた松岡さん夫婦

第57回金婚夫婦表彰式
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平成26年度決算に基づく相良村健全化判断比率及び資金不足比率
平成26年度の相良村の決算

　平成２６年度の村の決算は、歳入総額３６億９,１２９万７千円で、そのうち自主財源が
６億４,６５５万円（１７.５％）、依存財源が３０億４,４６４万７千円（８２.５％）となっています。歳出
総額は、３５億４,５９６万１千円で、村民一人当たり（平成２７年３月末現在人口４,７８０人）の決算
額は、７４１,８３３円（対前年度１９,４０４円の増）でした。
　また、一般会計にかかる地方債（借入金）残高は、２９億３,６７４万４千円で、村民一人当たり
６１４,３８２円（対前年度1,７５６円の減）となりました。

一般会計 （単位：千円）

歳入総額 歳出総額 差引額 基金繰入金
3,691,297 3,545,961 145,336 0

歳 入 （単位：千円）

村 税 323,209
分担金及び負担金 33,461
繰 越 金 177,830
諸 収 入 等 112,150
地 方 譲 与 税 31,594
地 方 交 付 税 1,811,329
国 庫 支 出 金 484,925
県 支 出 金 402,924
村 債 248,300
そ の 他 交 付 金 65,575

歳 出 （単位：千円）

議 会 費 61,248
総 務 費 562,891
民 生 費 803,929
衛 生 費 268,934
農 林 水 産 業 費 602,746
商 工 費 26,431
土 木 費 364,915
消 防 費 133,143
教 育 費 347,152
災 害 復 旧 費 45,091
公 債 費 329,481

村税
8.8％

繰越金
4.8％

諸収入等
3.0％

国庫
支出金
13.1％

その他交付金
1.8％

分担金及び負担金
0.9％

地方譲与税
0.9％

地方交付税
49.1％

村債
6.7％

依
存
財 源

3,691,297
　　　　　　千円

歳  入

自主財
源

県支出金
10.9％

商工費
0.7％

3,545,961
　　　　　　千円

歳  出

議会費
1.7％

総務費
15.9％

公債費
9.3％

災害復旧費
1.3％

消防費
3.7％

民生費
22.7％土木費

10.3％

農林
水産業費
17.0％

衛生費
7.6％

教育費
9.8％

特別会計 （単位：千円）
会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 差　　引 繰 入 金

国 民 健 康 保 険 731,106 661,340 69,766 20,000
簡 易 水 道 106,774 104,665 2,109 0
農 業 集 落 排 水 246,895 243,727 3,168 0
介 護 保 険 644,550 603,646 40,904 0
後 期 高 齢 者 医 療 51,049 50,303 746 0
※差し引き額及びパーセントは、端数処理の関係で合わない場合があります。
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平成26年度決算に基づく相良村健全化判断比率及び資金不足比率

　平成２１年４月１日に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が施行され、地方公共団体は毎年度の
決算時に健全化判断比率及び資金不足比率を算定し公表することが義務付けられました。また、健全化判断比
率のいずれかが早期健全化基準以上の場合、又は、資金不足比率が経営健全化基準以上になった場合は、議会
の議決を経て財政健全化計画等を策定し、計画的に健全化に向けて取り組まなければなりません。
　本村の平成２６年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率は、以下のとおり全て健全段階となって
います。

○健全化判断比率 （単位：％）

比　　　率 内　　　　容 平成26年度
早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率

　一般会計等における赤字額の標準財政規模に
対する割合を示すもの。
※標準財政規模とは、地方自治体における地方
税・普通交付税・地方譲与税など標準的な一
般財源の規模を示すもの。	

黒字のため
「なし」

15.00 20.00

連結実質赤字
比 率

　一般会計・特別会計・公営企業会計における赤
字総額の標準財政規模に対する割合を示すもの。

黒字のため
「なし」

20.00 30.00

実質公債費比率

　地方自治体おける一般財源の規模に対する公
債費の割合を示すもの。一般会計の公債費に
加え、公営企業に対する公債費の繰出金、一部
事務組合に対する負担金のうち公債費に対す
るものも含めた指標。地方債を発行する場合、
25％以上になると単独事業の地方債の一部が
認められなくなり、35％以上になると、これ
らに加えて一部の一般公共事業債についても制
限される。

10.3 25.0 35.0

将来負担比率

　一般会計・特別会計・公営企業会計・地方公
社及び第三セクター等について、一般会計等が
将来負担する可能性のある負債総額、いわゆる
「将来負担額」の一般財源の規模に対する割合
を示すもの。「将来負担額」には、一般会計等
の地方債現在高、債務負担行為に基づく支出予
定額、特別会計、公営企業会計や一部事務組合
の公債費に充てるために一般会計等から繰出す
見込み額、退職手当支給予定額のうち、一般会
計等の負担見込額などが含まれる。

42.2 350.0

○資金不足比率 （単位：％）

会　計　名 内　　　　容 平成26年度
経営健全化
計画

簡易水道特別会計
公営企業における資金不足額の事業規模に
対する割合を示すもの。

資金不足がないため
｢なし｣

20
農 業 集 落 排 水
特 別 会 計

資金不足がないため
｢なし｣



わだいむらのの
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9
15

よ～く狙ってホールインワン！
平成27年度村老連グラウンドゴルフ大会

ナイスイン！

　９月１５日（火）、相良村総合運動公園グラウン
ドにおいて、平成２７年度相良村老人クラブ連合
会グラウンドゴルフ大会が開催されました。総勢
１１２名の参加者が、優勝目指して腕を競いまし
た。結果は下記のとおりです。（敬称略）

優　勝　中村　貢（松葉）　　ホールインワン２打
準優勝　川邊　朝子（松葉）　ホールインワン１打
３　位　岩本　禮子（並木野）ホールインワン２打

最高齢者賞　男：松崎　岬（並木野）８９歳
　　　　　　女：池田　タエ（松葉）８７歳

　球磨畜産農協主催の第６６回球磨畜産共進会が
錦町の球磨家畜市場で開催され、相良村の畜産農
家からも多数の出品がありました。飼料作物・乾
草の部において、東秀明さん（新村）が名誉賞を受
賞されるなど、優秀な成績を収められました。成
績は以下の通りです。（敬称略）

【飼料作物の部】
・乾草の部　名誉賞…東秀明（新村）
　　　　　　優秀賞…杉本和博（並木野）
・サイレージの部　優秀賞…杉本和博
【種牛の部】
・育成１部　優秀賞…宮崎成正（松馬場）、
　　　　　　鍬

くわ

田
た

翼
たす

美
み

（並木野）、笹渕文治（上園）
・育成２部　優秀賞…立山和弘（新村）、生田隆盛（中央）
・経産牛の部　優秀賞…加江文機（松馬場）、東秀明

乾草の部で名誉賞を受賞された東秀明さん

愛情込めて育てました !
第66回球磨畜産共進会10
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　９月８日から１１日の４日間、人吉高校五木分
校２年の下原篤希くん（松葉）がインターンシップ
で役場に訪れました。
　下原くんは役場の仕事に以前から興味を持って
おり、パソコン部で培ったスキルを生かして、パ
ソコンを使う仕事をやってみたかったそうです。
　４日間という短い期間でしたが、たくさんの課
を見て回り、デスクワークから現場の力仕事まで
様々な仕事を体験しました。
　行程を終えた下原くんは「パソコンを使う仕事
はもちろん、保健係の不法投棄パトロールや建設
課の道路管理で村内を周ったのが楽しかった」と、
充実した様子でした。

回覧文書を準備する下原くん

色んな仕事をお手伝い
人高五木分校２年生が役場で職場体験

精一杯飛んでアタック !!

優勝チームにはビールを贈呈

　９月８、９日に相良村総合体育館において、相
良村長杯ビーチボールバレー大会が開催され、総
勢１７チームが熱戦を繰り広げました。結果は下
記の通りです。
・３９歳以下の部　　　　

・６０歳以上の部

　１ ＢＲＵＳＨ　Ｂ　　　
　１ スリービーＡ

　２ ナイトバタフライ　　
　２ ＣＢＣ 60

　３ ＢＲＵＳＨ　Ａ　　　
　３ 新村ビーチ

・４０歳以上５９歳以下の部
　１ スリービー　Ｂ
　２ 飛龍頭　Ｂ
　３ ちょきんぎょ

優勝目指して一致団結
相良村長杯ビーチボールバレー大会

9　8
9　11
〜 9　8

9　9
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連休明けは事故に要注意
秋の交通安全タッチ運動

9
24

サガラッパもお手伝い。交通安全啓発グッズなどを手渡した

　９月２１日から３０日までの秋の全国交通安全
運動に合わせて、JA 相良農機センター前において
交通安全タッチ運動が行われました。運動には、
交通安全協会相良支部や交通安全母の会などから
１５人が参加。
　出発式では德田村長が「事故には３６５日気を
つけないといけないが、この時期は行事が多く、
シルバーウィーク明けであるこの日にタッチ運動
を行う必要がある」とあいさつしました。
　およそ１４０台の道行く車やバイク、自転車な
どにチラシや啓発グッズなどを手渡し、安全運転
を呼びかけました。

　晴山（四浦）で９月２３日、北嶽神社秋の大祭が
開催され、地元住民や大勢の観客が集いました。
　毎年奉納される晴山地区の郷土芸能ひひ舞です
が、ことしは、昨年亡くなった小山ナヲエさん※

の追悼の意を込めて舞われました。　
　老ひひをひひ舞保存会の松永晋

くに

明
あき

さん、木こりの
青年を平野遥さん、娘ひひを坂口亜純さんが演じま
した。また、演奏の太鼓は地元の子どもたちが力強く
叩きました。「老ひひの舞」では杖を手にした老ひひ
が荘厳に舞い、「悲恋の舞」では、木こりの青年と娘
ひひの悲しい別れが情感たっぷりに表現されました。
※小山ナヲエさん…作家・小山勝清氏の娘。昭和
５７年、地区住民と協力して３０年ぶりにひひ舞
を復活させた。昨年１２月に９２歳で逝去。

追悼の意を込め、舞う
北嶽神社秋の大祭23

9

老ひひの迫力ある舞

優勝目指して全力疾走
球磨人吉秋季中体連陸上競技大会

9
17

　多良木町多目的総合グラウンドにおいて、秋季
中体連陸上競技大会が開催され、相良中学校から
は４人の選手が県大会出場を達成しました。県大
会出場選手の成績は下記の通りです。（敬称略）

・代表男子400ｍ　２位　大塚　裕登　55秒2
・２年男子1500ｍ　優勝　永井　智久　4分32秒6
・代表女子100ｍ　優勝　西　美帆　　13秒3
・代表女子200ｍ　２位　西　美帆　　27秒9
・１年女子800ｍ　２位　尾方　唯莉　2分29秒8
　１０月３日、熊本市のうまかな・よかなスタジ
アムにて行われた県大会では、代表女子１００ｍ
で西さんが、１年女子８００ｍで尾方さんが決勝
進出を果たすなど、健闘しました。

　北小学校で１８日、琉球大学法文学部の池田榮史
教授による考古学の特別授業が行われました。こ
れは、相良村川辺の石坂鍋野古墳群の発掘調査で
村に訪れていた池田氏を招いたものです。
　授業では、元の蒙古襲来と水上村の千人塚古墳
群の研究を取り上げ、海中発掘調査の様子などを
写真や映像で紹介していました。池田氏は「日常
では見えない遺跡や遺物を、タイムカプセルを
探すように調査するところに考古学の楽しさがあ
る。皆さんの近くにも遺跡がたくさんあるので、
興味を持ってほしい」と語られました。

熱心に講義する池田教授（左）

考古学っておもしろいでしょ？
北小で特別授業18

9

トップで力走する永井智久くん



通知カードの送付
　１０月から順次、住民票の住所へマイナンバー（個人番号）をお知らせする「通知カード」
が世帯ごとに簡易書留にて送付されています。相良村では１１月中旬頃から下旬にかけて
送付される予定です。
　封筒の中には次の４つの書類が入っています。
　　①通知カード（世帯人数分）
　　②個人番号カード交付申請書
　　③説明用パンフレット
　　④個人番号カード申請書の返信用封筒	

　※通知カードは紛失しないよう大切に保管してください。
　　もし、カードを紛失した場合、再交付を受けるためには手数料が必要になります。

個人番号カードの申請方法
　「個人番号カード」は住所・氏名・生年月日・性別・個人番号の記載の他、顔写真が貼付され、
搭載されたＩＣチップに電子証明書が記録されます。
　身分証明書として利用できるほか、e-Tax などの各種電子申請を行うことができます。
　希望する方は通知カードと一緒に送付される交付申請書により申請することにより、
平成２８年１月以降、交付されます。初回交付手数料は無料です。

①郵送で申請 個人番号カード交付申請書に必要事項を記入し、顔写真を貼り、
返信用封筒に入れてポストへ投函。

②オンラインで申請 スマートフォンなどで顔写真を撮影し、所定のフォームからオン
ラインで申請。

個人番号カードの受け取り方法
　平成２８年１月以降、個人番号カードの交付準備が整った方から順次「個人番号カード
交付通知書」が届きます。ご本人が次の書類を持参のうえ、相良村役場の交付窓口にてお
受け取りください。

　持参するもの
　　①通知カード
　　②個人番号カード交付通知書
　　③運転免許証などの本人確認書類
　　④住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

【制度に関する問合せ先】
マイナンバーコールセンター　☎０５７０－２０－０１７８
受付時間：平日９時３０分～２２時　土日祝９時３０分～１７時３０分（年末年始１２月２９日～１月３日除く）

【個人番号カード・通知カードに関する関する問合せ先】
個人番号カードコールセンター　　☎０５７０－７８３－５７８
受付時間：平日８時３０分～２２時　土日祝９時３０分～１７時３０分（年末年始１２月２９日～１月３日除く）

マイナンバーの通知カードの送付及び
個人番号カードの申請について

■問合せ先：保健福祉課戸籍係　☎３５－１０３２

7

（表面） （裏面）

（表面） （裏面）
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保健福祉のひろば
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１１月の小児科在宅当番医
１日㈰ 増田クリニック　小児科
３日㈷ 公立多良木病院　小児科
８日㈰ たかはし小児科内科医院
15日㈰ やまむら医院
22日㈰ 堤病院附属九日町診療所小児科
23日㈷ 人吉医療センター　小児科
29日㈰ 増田クリニック　小児科

２２－３５７０
４２－２５６０
２４－２２２２
４５－０００５
２２－２２５１
２２－２１９１
２２－３５７０

〈受診時間/午前9時〜午後5時〉

※受診される場合は、医療機関へ連絡してください。
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良
村
子
育
て
応
援
事
業

ち
ゃ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

年
金
相
談
会
の
開
催

　
　
　
　
　

  

〈
11
月
分
〉

犬
の
し
つ
け
教
室
開
催

お問い合わせは　保健福祉課（直通）☎３５−１０３２
国保係　戸籍係　福祉係　保健係（ふれあいセンター内）

～
愛
犬
の
無
駄
吠
え
、
跳
び
つ
き
、

甘
噛
み
な
ど
の
問
題
行
動
に
困
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
～

　
相
良
村
、
あ
さ
ぎ
り
町
、
錦
町
を
対
象

に
左
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
プ
ロ

の
訓
練
士
の
先
生
に
、
教
え
て
い
た
だ
け

る
チ
ャ
ン
ス
で
す
！
参
加
申
し
込
み
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
！

■
日
時　
平
成
27
年
11
月
15
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午 

※
少
雨
決
行

■
場
所　
あ
さ
ぎ
り
町
免
田
畜
産
セ
ン
タ
ー

■
講
師

　
人
吉
警
察
犬
訓
練
所　
開
田　
宏 

氏

■
内
容

　
「
犬
の
し
つ
け
方
」
講
演
、個
別
指
導
等

■
主
催　
人
吉
球
磨
地
区
狂
犬
病
予
防
動

物
愛
護
協
議
会

■
参
加
費　
無
料

※
こ
と
し
は
相
良
村
会
場

で
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
申
込
み
問
合
せ
先
】

　
保
健
係

　
☎
０
９
６
６

－

３
５

－

１
０
３
２

　

０
９
６
６

－

３
５

－

０
０
１
１ 

■日時／１１月１８日（水）　９：３０より受付
■場所／相良村ふれあいセンター
※準備の都合上、１３日（金）までお知らせください。
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
医
療
費
に
つ
い
て（
お
知
ら
せ
）」

を
お
送
り
し
て
い
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

11
月
は
第
５
期
の
納
付
月
で
す

11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

～
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
～

～
は
が
き
が
届
い
た
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
～

　
本
村
で
は
、
年
に
４
回
、
医
療
費
の
お
知

ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。（
医
療
機
関
に
受
診

者
が
い
な
い
場
合
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。）

　
こ
れ
は
、
被
保
険
者
の
方
に
医
療
機
関

等
に
受
診
し
た
医
療
費
の
総
額
を
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
健
康
管
理
へ
の
関

心
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
医
療
費
の
適
正
化

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
等
か
ら
の
請
求
内
容

に
誤
り
が
な
い
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
国
保
係

■
保
険
料
を
滞
納
し
た
と
き
…

　
特
別
な
理
由
が
な
く
保
険
料
を
滞
納
し

た
と
き
に
は
、
通
常
の
保
険
証
よ
り
有
効

期
限
の
短
い
短
期
被
保
険
者
証
が
発
行
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
滞
納
が
1
年
以
上
続
い

た
場
合
に
は
保
険
証
を
返
還
し
て
も
ら
い
、

資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
資
格
証

明
書
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
に
は
、

医
療
費
を
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
あ
と
か
ら
役
場
に
申

請
す
る
と
自
己
負
担
分
を
除
い
た
額
が
特

別
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
国
保
係

　
人
吉
球
磨
糖
尿
病
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
実

行
委
員
会
で
は
、
世
界
糖
尿
病
デ
ー
の
11

月
14
日
に
合
わ
せ
て
11
月
の
1
か
月
間
、

人
吉
球
磨
地
域
内
の
協
賛
の
あ
っ
た
建
造

物
を
ブ
ル
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
世
界
糖
尿
病
デ
ー
を
周
知
す

る
た
め
に
Ｉ
Ｄ
Ｆ（
国
際
糖
尿
病
連
合
）が

２
０
０
７
年
度
か
ら
展
開
し
て
い
る
活
動

で
、
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
ブ
ル
ー
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
も
の
で
す
。
人
吉
球

磨
地
域
で
も
糖
尿
病
の
正
し
い
知
識
を
啓

発
す
る
た
め
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
お

り
、
４
か
所
の
医
療
機
関（
球
磨
病
院
、

堤
病
院
、
球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
、
人

吉
医
療
セ
ン
タ
ー
）に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
相
良
村
で
も
緒
方

医
院
の
協
力
を
い
た
だ
き
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
活
動
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
は

ち
ょ
っ
と
早
い
で
す
が
、
11
月
に
ブ
ル
ー

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
見
か
け
た
ら
、
自
分

自
身
や
家
族
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
？ 

（
＊
協
賛
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
企
業
、

医
療
機
関
等
が
あ
れ
ば
、
人
吉
保
健
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

【
問
合
せ
先
】

人
吉
球
磨
地
域
糖
尿
病
予
防
フ
ォ
ー
ラ

ム
実
行
委
員
会
事
務
局

（
人
吉
保
健
所　
保
健
予
防
課
）

☎
０
９
６
６

－

２
２

－

３
１
０
７

　

０
９
６
６

－

２
２

－

４
３
９
２

　

こ
ん
に
ち
は
、
県
庁
か
ら
川
邊
で
す
。

私
の
派
遣
レ
ポ
ー
ト
も
今
回
で
最
後
と
な

り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
世
間
で
は
い
ろ
い
ろ
な
変
化
が

あ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
に
よ
る
地
方
創
生
の
動
き
、
選
挙

法
改
正
、
安
保
関
連
法
案
の
成
立
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
も
始
ま
り
ま
す
。
挙
げ
る
と
き

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
村
民
の
皆
さ
ん
も
、

個
人
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
あ
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

県
庁
へ
の
派
遣
も
、
私
の
こ
れ
ま
で
の

人
生
の
と
て
も
大
き
な
変
化
で
す
。
こ
ち

ら
に
来
た
か
ら
こ
そ
経
験
で
き
た
こ
と
。

国
・
県
・
市
町
村
職
員
の
方
に
銀
行
員
、

様
々
な
人
と
の
出
会
い
。
知
識
や
業
務
処

理
能
力
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
身
に
着

け
る
こ
と
以
上
の
こ
と
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
え
ま
す
。

　

残
り
半
年
。
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ

と
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と

見
つ
め
直
し
、
こ
れ
か
ら
や
る
べ
き
こ
と

を
着
実
に
実
行
に
移
せ
る
よ
う
に
、
更
に

い
ろ
ん
な
こ
と
を
吸
収
し
視
野
を
広
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
が
経
験

し
た
こ
と
を
周
り
の
方
に
し
っ
か
り
と

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
と
考
え

ま
す
。

　

最
後
に
、
多
く
の
方
に
少
な
か
ら
ず
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
な
が
ら
も
、
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し

最
後
の
レ
ポ
ー
ト
と
致
し
ま
す
。

派遣

REPORT

所属：総務部市町村・税務
局市町村課行政班

川邊 俊二

学校保健委員会だより
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学校保健委員会だより

　人の夢を自分のことのように応援する人をドリーム

メーカーと言います。

　反対に人の夢を頭から否定する人のことをドリームキ

ラーと言います。

　もしあなたが「こんな夢があるんだけど」と言った時

に「大丈夫、君なら絶対にできるよ」と応援する人はド

リームメーカーです。心からその夢を認め、応援できる

人のことです。

　逆に「私はこんなことがしたい」と言ったことに対し

て「そんなことできるはずがない」「絶対に無理だよ」

と否定する人はドリームキラーです。

　ここで大切なのは、両親が子どもの最初のドリームキ

ラーになっているかもしれないことです。

　あなたは、心あたりがありませんか？何気ない一言で

すが言われた側は、大ショックです。

　「そんなことできるはずがない」「やめとけ、やめとけ、

どうせできないから」

　子どもは、大人と比べて、人生経験が明らかに少ない

ので自分の夢や可能性を頭ごなしに否定されると「自分

は夢を持てないのだ」「私は夢を持ってはいけないのだ」

と強く思い込むものです。

　だからこそ、親は子どもに対して可能性を伸ばす発言

をしてほしいのです。

　ましてや、普段あまり会話をしないお父さんの発言は

絶大な影響力を持つと思います。

　お父さんのその何気ない一言が、子どもからしたら全

てと思ってしまうでしょう。

　まずは、子どもの発言や失態を簡単に頭ごなしに否定

することは絶対に避けて下さい。

　リビングや子ども部屋でお父さんがお子さんと話す

時、多くの人が間違うことがあります。

　それは、子どもが座った状態で、親が立ったまま話し

てしまうことです。

　大切なのは、まず目線の高さを合わせることです。目

線が同じだと立場も同じように考えられます。

　大切な対話の時間は相手を子どもだと思って適当に

話を聞いたりいい加減な返事をしたりせずに、聞く気持

ちを持って下さい。

　新しい行動は、きっと子どもの可能性や未来をひらく

でしょう。

　また、何より、あなたのドリームメーカーとしての言

葉がお子さんの最高の笑顔をつくることでしょう。

　「よく噛んで食べるように」は、子どもの時から言わ

れていると思います。　消化がよく栄養の吸収を助ける

と思われているでしょうが、その他にも効能があります

ので、そのことを述べてみたいと思います。

　咀嚼運動が脳を活動的にし、脳血流量が上がるのが

わかっています。栄養がいきわたり、頭がさえます。歯

の周囲にある三叉神経から脳のいたるところに信号を送

り、脳を活動的にします。

①やる気

　咀嚼により、脳のある領域を刺激（やる気スイッチ）

を入れることになり、無気力だった人が、入れ歯等を

入れることで表情と動作が活発になったことは何度

も経験しています。

②記憶力

　脳の中の記憶を司る領域が正しい咀嚼によって神

経細胞の数を増加させることがわかっています。

③頭が良くなる

　咀嚼によってＩＱ値が上がるという報告もありま

す。ある小学校の実験で１口３０回噛む習慣を３年間

指導したクラスでは、他のクラスに比べてＩＱが明ら

かに高くなりました。

その他

　「噛む」ということは、身体を健康にします。

　例えば、ガムを噛むスポーツ選手を見かけますが、

あれはリラックスしてパフォーマンスをあげる狙いが

あります。

　ガムを噛む習慣、食事中１口３０回噛むこと、噛み

ごたえのある物を食べることを日常化すれば、上記の

①やる気　②記憶力　③頭

が良くなる　に効果が出るで

しょう。

（とはいえ、普段勉強してのこ

とです）

　以上、噛む効能をまとめてみ

ました。

ドリームメーカー
相良北小　PTA会長　　北川　尊士

咀
そしゃく

嚼の効能 佐々木歯科医院　　佐々木　満博



２．掃除は、微生物に影響する
　　ような薬剤を使用しない。

３．トイレットペーパー
　　以外の異物を流さない。

〜 浄化槽をご利用のみなさまへ 〜

浄化槽は維持管理が大切です
　微生物の働きを利用して汚水を処理する浄化槽は、微生物が働きやすい環境にするため、「維持管理」
をきちんとすることが大切です。維持管理は次の３つを行う必要があります。

保守点検 機能を維持するために、機器類の調整や消毒剤の補充等を行います。
（点検回数は、人槽等で異なります。）

清　　掃 溜まった汚泥を抜き取り、機械類の洗浄を行います。
そのままにしておくと臭いや水質悪化の原因になります。

法定検査
維持管理が適正に行われ、放流された処理水が法律に基づく水質基準を
満たしているか検査します。
※使用開始後３～８ヶ月以内の検査、年 1回の検査

水質「日本一」の川辺川を汚さないために、浄化槽の健康診断が必要です。

年に1度、必ず「法定検査」を受けましょう。

浄化槽からのお願いです
使用上の注意

１．トイレの水は十分な
　　量を流す。

５．ふたの上に物を置かない。
　　ふたは閉めておくこと。

６．消毒剤は定期的に補充
　　しましょう。

４．浄化槽の電源は切らない。
　　通気口等をふさがない。

７．台所から、野菜くずや天ぷら油などは流さない。 油は紙にしみこませて
　　　　　捨てるか、再利用する。

11
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大
切
な
人
を
自
殺（
自
死
）で
亡

く
し
た
方
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
の
講
演
会
で
す
。
ご
遺
族
だ
け

の
交
流
会
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

　

講
演
会
は
ど
な
た
で
も
結
構

で
す
。

　

交
流
会
は
、
家
族
や
大
切
な

方
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方
に

限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
開
催
日
時

　

①
平
成
27
年
11
月
27
日（
金
）

　

②
平
成
28
年
１
月
29
日（
金
）

　

※
①
②
と
も
に

　
【
講
演
会
】

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
５
分

　
【
交
流
会
】

　
　

午
後
３
時
15
分
～
４
時
30
分

■
場
所

①
水
俣
市
公
民
館
本
館

　
（
水
俣
市
浜
町
２

−

10

−

26
）

②
合
志
市
中
央
公
民
館

　
（
合
志
市
福
原
２
９
２
２
）

■
参
加
方
法 

　

当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
参
加
費　

無
料

■
問
合
せ

　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６

−

３
８
６

−

１
１
６
６

　

准
看
護
師
免
許
取
得
を
ご
希
望

の
学
生
・
社
会
人
の
方
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

【
入
試
日
程
】

■
願
書
受
付

平
成
27
年
11
月
16
日（
月
）～
11

月
27
日（
金
）

■
試
験
日

　

平
成
27
年
12
月
６
日（
日
）

　

９
時
～

■
募
集
人
員　

40
名

■
受
験
資
格

　

中
学
校
卒
業（
卒
業
見
込
み
）以
上

■
試
験
科
目

（
一
般
常
識
程
度
）国
語
・
算
数

　

作
文
・
面
接

■
問
合
せ

　

人
吉
准
看
護
学
院 

　

☎
２
２

−

２
９
６
２

　

球
磨
郡
内
に
お
い
て
薬
草
の
産

地
化
を
図
る
た
め
、
栽
培
面
積
の

拡
大
を
計
画
し
て
お
り
、薬
草『
ミ

シ
マ
サ
イ
コ（
三
島
柴
胡
）』
栽
培

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
を
さ
れ
る
方
又
は
栽
培

に
つ
い
て
の
話
を
お
聞
き
に
な
り

た
い
方
は
、
10
月
末
日
ま
で
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
良
村
役
場　

産
業
振
興
課

☎
３
５

−

１
０
３
４

　

平
成
27
年
8
月
28
日
に
福
岡
県

北
九
州
市
で
特
定
外
来
生
物
で
あ

る
ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
営
巣

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
国
内
で
は
長
崎
県
対

馬
市
の
み
確
認
さ
れ
て
い
た
も
の

で
、
福
岡
県
で
確
認
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
今
後
は
熊
本
県
へ
の
侵

入
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

■
ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
の
特
徴

体
長
２
セ
ン
チ
前
後
・
腹
部
は

鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
・
木
の

高
い
位
置
に
巣
を
作
る

　

ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ
が
発
生

し
た
際
は
役
場
産
業
振
興
課
☎

３
５

−

１
０
３
４
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

おしらせ

薬
草
栽
培
者
募
集
!!

特
定
外
来
生
物

ツ
マ
ア
カ
ス
ズ
メ
バ
チ

情
報
に
つ
い
て

自
死
遺
族
支
援
を

考
え
る
講
演
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

人
吉
准
看
護
学
院

「
生
徒
募
集
」

相
良
村
役
場

職
員
人
事
異
動

※（　
　

）は
旧
職
名

■
異
動

　

高
岡　

亮

　

税
務
課
参
事（
建
設
課
参
事
）

　

９
月
25
日
、
交
通
安
全
推
進
大

会
が
人
吉
警
察
署
で
開
催
さ
れ
、

交
通
安
全
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
相
良
村

か
ら
は
、
長
年
に
わ
た
り
無
事
故

無
違
反
で
あ
る
10
名
の
方
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
人
吉
地
区
交
通

安
全
協
会
長
が
「
高
齢
者
の
事
故

が
多
い
。
み
な
さ
ん
が
永
年
無
事

故
無
違
反
者
と
し
て
交
通
安
全
の

お
手
本
と
な
っ
て
ほ
し
い
。」
と

あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。（
敬
省
略
）

■
永
年
無
事
故
無
違
反
40
年
表
彰

植
萱　

千
年
（
上
川
上
）

宮
原　

君
代
（
松
馬
場
）

鍬く
わ

田た　

翼た
す

美み

（
並
木
野
）

蓑
田　

俊
秀
（
初
神
）

緒
方　

浩
美
（
並
木
野
）

山
口　

登　
　
（
永
谷
）

出
口　

正
子
（
新
村
）

■
永
年
無
事
故
無
違
反
30
年
表
彰

平
山　

隆
重
（
永
谷
）

平
山　

直
子
（
永
谷
）

田
端　

幸
夫
（
新
村
）

安
全
運
転
の

　
　
　
お
手
本
に

～
永
年
無
事
故
無
違
反
～

表彰された永年無事故無違反のみなさん

試
　験
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村長エッセー 「ウチの商品買わないで！の会社」

　もう暑さも終わり、すでに暖房器具を出されているご家庭、今からそろそ

ろ出そうかというご家庭などさまざまであるかと思います。黄金色に輝いて

いた田んぼも稲刈りが終わると一仕事終えたという感じでまさに深秋となり

ます。村民の皆様も安堵されていることだと思います。米やその他多くの秋

の恵みに感謝しなければならない季節です。

☆

　先日、電力会社の所長が役場に来られました。用件は、夏の節電協力に感

謝のご挨拶ということです。夏場は電力需要が急激に上がり供給が追い付か

なくなり電力障害が起きることから、電力会社は節電をするように村民や役場に協力要請をしております。

電力会社は株式会社であり電気を商品として販売して利益を得ています。節電協力は「ウチの商品（電気）

を買わないで！」と依頼することで営利企業としてはとんでもないことなのです。世の中には不思議な会

社があるものです。

　それは安定した電力を供給することにより住民生活の安定と経済活動に資するという電気事業者として

の公共性・社会的使命ゆえのことです。村としても今夏も節電に協力くださり感謝しております。

☆

　ところで、日本には２種類の電気があるのをご存知でしょうか？　簡単に言うと、電気はプラスとマイ

ナスの流れが交互に方向が変わりますが、１秒間に５０回変わる電気＝「５０ヘルツ」と６０回変わる電

気＝「６０ヘルツ」です。電気の流れが変わりますからコンセントを差し込むとき、プラス・マイナスと

か、あるいは右・左を考えずに差し込めばいいわけです。

　この２種類の電気は性質が違いますので日本国

内には５０ヘルツ用と６０ヘルツ用の電気製品が

あり、モーターを使った電気製品は片方地域でし

か使えません（図を参照）。

　ですから東日本の東京で使っていた洗濯機やス

テレオは基本的には西日本の熊本では使えないこ

とになります。また長野・静岡県では県内で５０

ヘルツと６０ヘルツの配電地域がありますので、

県内の友達や親戚からもらった電気製品が当然に使えるとは限りません。

　このようになったのは、明治期に発電機を導入した時、ドイツ型は５０ヘルツ、アメリカ型は６０ヘル

ツという歴史があり統一できなかったからです。先進国の中で国内２種類の電気があるのは異例のことで

す。したがって、東北大震災のとき福島県で電気が足らなくなっても、余っている大阪や九州から電気を

送って助けることができない国が日本の現状なのです。

☆

　日本が安全安心な国になるためになすべきことは沢山あるようです！

相良村長

德 田  正 臣
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

◆母子健康手帳
　交付・両親学級
（受付9:00～9:20
　ふれあいセンター）

●文化の日

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

●犬童球渓音楽祭

●総合体育館休館日

8 9 10 11 12 13 14
●消防団防火
　パレード
　18:00～

◆こころの健康相
談（要予約）

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

15 16 17 18 19 20 21
●相良中学校文化
祭　8:30～

●山本神社秋の例
大祭

◆母子健康手帳
　交付・両親学級
（受付9:00～9:20
　ふれあいセンター）

◆７か月育児学級
（H27.3月生）
（相良会場）

◆ちゃちゃクラブ ◆３～４か月育児
健診

　（H27.7.6～8.5生）
　（相良会場）

●川辺厳島神社
　例大祭

●総合体育館休館日
●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

22 23 24 25 26 27 28
●北っこ秋祭り
　（相良北小学校）

●勤労感謝の日
●十島菅原神社
　秋の大祭

◆すこやか育児相
談（要予約）

●収納窓口延長
　（税務課）
　午後７時まで

◆３歳児健診
（H24.3 ～ 5月
生）

●ノーテレビデー・
ノーゲームデー

◆乳幼児発達相談・
　こころの健康相
談（要予約）

●総合体育館休館日

29 30

●総合体育館休館日

★１１月は国民健康保険税第７期の納付月です。納め忘れのないよう便利な
　口座振替のご利用を！

★保育料は毎月納期限内に納めましょう！保育料の納期は毎月２５日です。
　（２５日が土・日・祝祭日の場合は、翌日になります。）

11月の行事予定 変更になる場合もあります。 ◆保健福祉関係　●教育委員会ほか

☆毎週木曜日は「ノーテレビデー・ノーゲームデー」…
　テレビやゲームから離れ、生み出された時間を学習や読書、家族団らんなどの時間としましょう。

建設課上下水道係よりお知らせ
◆平成２７年度相良村簡易水道配水池清掃（貯水槽清掃）に伴い断水します。
　このことについて、下記の日程で貯水槽の清掃を行います。
　清掃中は断水により大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

作業場所 日　　　　程 断水時間帯 断水地区

川辺地区　配水池・減圧槽 11月 　7日（土） 8：00～17：00 13：30～16：00 川辺地区全域、下四浦地区

初神地区　減圧槽
11月11日（水） 8：30～14：00

　9：00～11：00 出口地区、瀬馳地区

川辺地区　加圧ポンプ槽 11：30～13：30 上園地区の一部

深水地区　配水池 11月12日（木） 8：00～17：00 　9：00～12：00 中尾地区

※ 水道に関するお問い合わせは、お気軽に相良村役場建設課上下水道係までお願いします。

■問合せ先　相良村役場　建設課　上下水道係　☎３５−１０３５（直通）



村木/茶 村花/福寿草 村鳥/セキレイ

相良村の人口と世帯

世帯数　1,654世帯（±０）
男　　　2,244人　（△４）
女　　　2,479人　（△９）
計　　　4,723人　（△13）

（９月末現在）

※（　）内は、先月末との差です。
※外国人住民を含めた集計です。

相良村青年団ここにあり！ 第51回球青協文化祭
　

球
磨
郡
青
年
団
協
議
会（
以
下
球
青

協
）主
催
の
、
第
51
回
文
化
祭
が
９
月

５
、６
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
良
村
青
年
団
は
ス
テ
ー
ジ
の
部

に
お
い
て
、
意
見
発
表
や
演
劇
、
ダ

ン
ス
な
ど
に
出
場
。
展
示
の
部
で
は

青
年
団
グ
ッ
ズ
や
書
道
、
絵
画
な
ど

に
出
展
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
中
村
真
央
さ
ん（
松
葉
）

が
、
意
見
発
表
と
青
年
団
グ
ッ
ズ（
団

員
Ｔ
シ
ャ
ツ
）の
部
で
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。

　

意
見
発
表
で
は
、
今こ
ん

日に
ち

の
婚
活
事

情
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
も
と
に
具
体
的
に
考
察
し
ま
し
た
。

　

総
合
成
績
は
５
位
で
し
た
が
、
相

良
村
青
年
団
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
記
録

よ
り
も
記
憶
に
残
す
」。
演
劇
で
は
流

行
の
「
Ｒラ

イ

ザ

ッ

プ

Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｐ
」
を
取
り
入
れ
、

ダ
ン
ス
で
は
タ
ン
バ
リ
ン
芸
で
会
場

を
爆
笑
の
渦
に
。
文
化
祭
に
強
烈
な

印
象
を
与
え
ま
し
た
。

　

来
年
は
ど
の
よ
う
な
出
し
物
で
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
の
か
、
期
待
に
胸

が
膨
ら
み
ま
す
。

〈問合せ先〉総務課35-0211
子どもさん（赤ちゃん）のご応募をお待ちしています。お誕生日の記念にいかがですか？

イチバンちゃん募集中！！

わがやのイチバン

香
典
返
し
〈
９
月
分
〉

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
敬
称
略

宮
　
原
　
昭
　
一
（
松
馬
場
）

宮
　
田
　
育
　
男
（
中
四
浦
）

一
ノ
瀬
　
和
　
秋
（
上
　
園
）

前
　
原
　
利
　
光
（
十
　
島
）

　

９
月
８
日
に
開
通
し
た
新
し
い
観

音
橋
で
す
。
歩
道
が
付
け
ら
れ
、
車

道
幅
も
広
く
な
り
ま
し
た
。
昭
和
31

年
以
来
、
人
々
の
往
来
を
支
え
て
き

た
旧
橋
に
感
謝
し
、
新
し
い
観
音
橋

を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【今月の表紙】

意見発表を行う中村真央さんこれぞ相良村青年団「タンバリン芸」

手作り看板の前で集合写真
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メッセージ

健康で元気に大きくなってね。

生年月日：平成２７年２月６日

お父さん：和寿さん 

お母さん：小百合さん 

永
な が

椎
し い

　巧
た く

真
ま

 くん

（松葉）


